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本報告の目的と背景
Ø本報告の目的
Ø経営学教育におけるアクティブラーニング型授業の探求について
Ø特にグループワークを用いた経営学教育手法の探求

Ø我々のその工夫と試行錯誤の報告（研究ではなく実践報告）
Ø問題背景
Ø大学教育におけるアクティブラーニング（型授業）の重要性
Ø言われて久しい。学習者の主体性と実践性（知っている→出来る）の促進

Ø実践性を問われる経営学も例外ではない
Ø授業の単位修得実践の学習からマネジメント実践の学習へ

Øしかし、AL型授業には運営に手が掛かるものもある
Øビジネスゲームなど：事前の事象のモデル化とそのシステムの準備が必要でそれは時間のかかるもの

Øそこで、グループワークを利用したAL型授業の有用性に注目
Ø有効性を高める手立てをこれまで探求してきた。今回は、その試行錯誤を紹介
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目次
Ø目的と背景
Øグループワークを用いた授業手法とその工夫
Øグループワークコンテンツ
Øグループワークとショートレクチャー
Ø具体的なワーク内容例

Øグルーワーク型AL授業の課題
Øまとめ
＊内容は、実践の経過報告であるため非公開とさせていただきます。ご容赦ください。
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まとめ
Ø経営学領域におけるグループワークをベースとしたアクティブラーニング手法の探求
Øアイスブレイク→2回のグループワーク→ショートレクチャーというフォーマット

Øワークを2回実施し、改善意識を持たせることで、ワークの質を高め、レクチャーを実感しやすくする
Øアイスブレイクとワーク、ワークとレクチャーの一貫性を持たせる
Øショートレクチャーで他の機会での実践可能性を示す

Ø「左脳的・静的」がオンライン向きか？
Ø描画もいけそう

Øしかし、問題も残っている。
Ø具体的な課題・根本的な課題
Øコロナ禍に意図せずして培った情報技術の活用とあわせて、学習者の真の主体性や実践性を
いかに育んでいけるか？

Ø今後も探求は続いていく
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